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旅の
ナビゲーターは

この人！

　
幕
末
維
新
の
舞
台
と
な
っ

た
京
都
に
は
、
西
郷
隆
盛
や

薩
摩
藩
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
鹿
児
島
支

店
の
協
力
の
下
、
２
泊
３
日

の
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
を
企

画
。
普
段
は
非
公
開
の
寺
院

や
ガ
イ
ド
本
に
載
っ
て
い
な

い
老
舗
グ
ル
メ
な
ど
、
リ
ビ

ン
グ
読
者
の
た
め
だ
け
の
特

別
な
ツ
ア
ー
で
す
。

　
３
日
間
同
行
し
、
歴
史
を

解
説
し
て
く
れ
る
の
は
、
か

ご
し
ま
新
発
見
伝
塾
の
今
井

俊
子
さ
ん
。
歴
史
好
き
な
人

は
も
ち
ろ
ん
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

苦
手
と
い
う
人
に
も
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

一
緒
に
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　女性目線で歴史を捉え、見つめ直す「鹿児島ウォッチ」プロジェクトを展開中のリビング編
集部。第３弾は、かごしま新発見伝塾の今井俊子さんと一緒に、薩摩ゆかりの京都を巡るプ
レミアムツアーを企画しました。憧れの京都を特別プランで旅する３日間。ぜひ楽しんで！

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
コ
ラ
ボ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ア
ー
誕
生

　普段は非公開の寺院が、リビングツアー限定で拝観できます。
ツアー参加者のためだけに特別公開されるので、ゆっくり見学で
き、じっくり話を聞けるのも魅力です。

　1764年創業、鳥羽伏見の戦
いでは、薩摩藩の台所番を務め
ていた「魚三楼（うおさぶろ
う）」。味わえるのは、伝統と技
を生かした「花籠御膳」（通常
5400円）。炊き合わせや焼き魚、
口取り、和え物、油物など、繊
細な京料理は絶品です。

薩摩の台所番を務めた、老舗料亭「魚三楼」

250年続く伏見の老舗料亭で

彩り鮮やかな「花籠御膳」

　東福寺の塔頭「即宗院」は島津家の菩提寺。
西郷隆盛と月照上人が倒幕計画を練り、鳥羽
伏見の戦いでは、薩摩軍が裏山山頂から洛中
に向かって砲撃したと伝えられています。

　月照上人が住職を務めていた
「清水寺成就院」。西郷隆盛も訪

れた名勝「月の庭」を見学。

清水寺 成就院

大黒寺
　西郷隆盛や大久保利通がたび
たび集い、国事を論じたという
一室を特別公開します。

当時の息づかいが
今にも聞こえそう！

今井俊子さん

かごしま新発見伝塾

あああああああああ
あああああああああ
ああああああああ

東福寺 即宗院

　京都の老舗料亭ともなると一人では入りづらいも
の。ツアーでは薩摩藩ゆかりの料亭で、格式ある京
料理を堪能します。

▶
西
郷
隆
盛
自
筆
の
「
東
征
戦
亡
之
碑
」。
明
治
維
新
で

戦
死
し
た
薩
摩
藩
士
５
２
４
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す

鹿児島！ウォッチ！ウォッチ
明治維新150年

薩摩ゆかりの
京都旅へ

杉井 玄慎さん

大本山 東福寺
塔頭 即宗院

旅行企画・実施 　JTB 鹿児島支店

プランの詳細、申し込み方法は２面へ

往復の交通費、宿泊費、
食事代などを含む

薩摩ゆかりの京都ツアー
リビング読者だけのオリジナルプラン！

9月7日（金）〜 9日（日）
9万2000円

日 時

料 金

読者のためだけに 特別公開

老 舗の 御 膳に舌鼓

プレミアム
1

プレミアム
2

※
成
就
院
は
撮
影
禁
止
で
す

▲玄関の格子戸に残る鳥羽
伏見の戦いの弾痕跡

京都市伏見区京町３─187　
☎075・601・0061

魚三楼

プレミアムツアーを考えました
読者限定

２面では、「伏見まち歩き」の見どころや
ツアーの魅力を紹介

薩摩と深いつながりがあり、 西郷

さん自筆の慰霊碑も

静かな「月の庭」では

時が止まったかのよう



2018年●月●日　＜２＞

　江戸時代に大阪と京・伏見を水路で
結んでいた舟。観光屋形船「十石舟」で
は、河川港・伏見を船上から眺め、酒
蔵と水辺が美しいコースを巡ります。

　島津伏見藩邸からもほど近
く、通称〝薩摩寺〟といわれる

「大黒寺」。西郷隆盛や大久保
利通などが国事を論じた一室
があり、境内には寺田屋殉難
九烈士の墓碑もあります。

黒坂堯榮さん
真言宗 大黒寺

西 郷 さ ん は 島 流 し
か ら 戻 っ た 後、 九
人 の 粗 末 な 墓 を 見
て 嘆 き、 立 派 な 墓
を建てられました

屋根瓦には、 丸に十の字至る所に薩摩の面影が！

京都市伏見区鷹匠町４
☎075・611・2558

大黒寺

☎075・623・1030

伏見観光協会

 8:00 鹿児島空港に集合
  9:00  飛行機で大阪・伊丹空港へ
10:30  貸し切りバスで京都へ移動
11:30 「清水順正 おかべ家」で昼食
13:00 清水寺成就院を特別拝観
14:30 自由散策〈110分〉
16:20 霊山歴史館で「大西郷展」
18:00 「東華菜館」で夕食
19:30  ホテル京阪京都グランデに宿泊

  8:30 東寺 教王護国寺で特別拝観
10:00 伏見稲荷を参拝
11:00 御香宮神社
12:30 魚三楼で昼食
14:00 大黒寺特別公開
14:30 寺田屋
16:00 十石舟乗船
17:30 「月の蔵人」で夕食
20:00 ホテル京阪京都グランデに宿泊

９
月
７
日（
金
）

９
月
８
日（
土
）

豆腐料理に
舌鼓

五重塔の
初層部を見学

 9:00 東福寺 即宗院を特別拝観
10:30 京都御所〜相国寺周辺
　　　（車窓から見学）
11:30 錦市場〈150分〉
 （各自昼食・ショッピング）
16:10 伊丹空港出発
17:20 鹿児島空港に到着

９
月
９
日（
日
）

390ｍ続く商店街に
126の店舗がずらり

鹿児島市西千石町11─25鹿児島フコク生命高見馬場ビル５階
９時30分〜 17時30分　日曜・祝日休
観光庁長官登録旅行業 第64号 日本旅行業協会正会員

■旅行代金に含まれるもの／往復航空運賃、宿泊費、貸し切りバ
ス代、食事代、拝観料、十石舟の乗船料　■食事／朝２・昼２・
夜２　■申込締切／７月23日（月）　※旅行代金には消費税が含
まれています　※行程が変更となる場合があります　※申し込み
後、詳しい旅行条件を記載した書面を渡しますので、確認の上、
振り込みをお願いします 承認番号：●●●●●●●

７月９日（月）10時  受け付け開始

　高台にある「御香宮神社」は、鳥羽
伏見の戦いで新政府軍（薩摩藩）の本
営に。ここから旧幕府軍のいる奉行
所へ向かって砲撃が行われました。

内山土子さん

リビング京都編集長

▲フカヒレスープやエビの唐辛子炒め、水
餃子など全９品（5940円）※写真は２人分

京都市下京区四条大橋西詰
☎075・221・1147

北京料理 東華菜館 本店

鴨川納涼床は京都の
風物詩！　ああああ
あああああああ

　京都グルメの代表格・川床料理。数ある人気店
の中から、地元・リビング京都の編集長がお勧め
してくれたのが「東華菜館 本店」です。

　伏見在住の京都アドバイザー・山田史夫さんのガイ
ドでまち歩き。幕末動乱の舞台となった伏見をディー
プに巡りましょう。

伏見は古くから酒造りが
盛んなまち。風情ある町
並みも魅力です

酒蔵を改築した
趣きある建物

有馬新七ら寺田屋で命を
落とした志士たちのお墓

幕
末
志
士
の
気
分
で

伏
見
の
ま
ち
を
舟
上
か
ら
！

スタートは薩摩藩の
本営になった神社

京都市伏見区南浜町263
☎075・622・0243

寺田屋

　幕末の２つの「寺田屋事
件」として知られる旅籠。
1862年には有馬新七をリ
ーダーとした過激派と、島
津久光の命を受けた藩士に
よる〝同士討ち〟が行われ、
1866年には土佐藩の坂本
龍馬らが襲撃されました。

有名な〝寺田屋事件〟
の舞台へ

9月7日（金）〜 9日（日）日 時

９万2000円 ※２人１室利用の場合
（１人部屋の場合は＋１万8000円）料 金

最少催行人員30人
バスガイド有、添乗員なし（ナビゲータの今井俊子
さんとリビング編集部スタッフ同行）

定 員

JTB鹿児島支店
☎099・226・1515

申込み

1日目

2日目

3日目

旅の日程

薩摩ゆかりの京都ツアー

山田史夫さん

京都アドバイザー

京都市伏見区御香宮門前町174
☎075・611・0559

御
ごこうのみや

香宮神社

ディープな 伏 見散 策プレミアム
3

憧れの 納 涼 川床 へプレミアム
4

　清水寺拝観後は、喫茶や土産屋の並ぶ参道を自由に散策。
最終日には、京の台所・錦市場での買い物タイムもあります。

▲126店が軒を連ねる「錦市場」

▲二寧坂や産寧坂など、京都ら
しい風景が続きます

漬け物や乾物な
どをお土産に

京
都
土
産
は
こ
こ
で
選
ぼ
う
！

自由時 間もたっぷりプレミアム
5

食べ歩きを楽し
めるスタイル

　四条大橋のたもとにある
「東華菜館 本店」。大正15年

に建設されたスパニッシュ・
バロック様式の建物は一見の
価値あり。開放感溢れる川床
席で本格的な北京料理を。

（旅行企画・実施）

レトロな空間で
非日常な時間を

写真はダミーです


